
国府校下のまいぶんマニュアル 

国府校下は、梯川流域の と、その平野を見渡す 

にあります。平野には弥生時代以降、肥よくな水田地帯が広がり、台地・

丘陵には縄文時代以前から人々が住み始め、やがてさまざまな土地利用がされます。

。 

 

（八里台） 

おもな時代は

ポイント①＝ から断続的に続く大遺跡。 

ポイント②＝縄文時代の生活のあと、 、古墳時代の 、飛鳥・

奈良時代の 、奈良時代の （仏教の修行やお祈りをす

る場所）、鎌倉・室町時代の （死者を供養したり埋葬したりする

場所）など、多種多様な発見がありました。 

 

（国府台） 

おもな時代は 。教科書の小単元は 。 

ポイント①＝ 。現在は国府台住宅団地となっています。

ポイント②＝ と があり

ます。飛鳥時代の１２号墳は、精巧な

で、 が原型となる可能性があります。 

ポイント③＝国府台には、資料館や古墳公園があります。ぜひご覧く

ださい。 

 

その１＝西暦８２３年に誕生した古代 。その政治と文化の中

心が「 」と呼ばれました。 

その２＝ は「古濱
ふるはま

村」と「 」が合併した町で、

（加賀国内の神を合祀
ご う し

した神社）や の推定地などが

あり、特に重要な場所です。 
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